
1 vol.62  平成31年（2019年）3月20日発行 日 薬 連 盟 だ よ り

http://www.yakuren.jp

発行所●�日本薬剤師連盟 
〒160-0004  
東京都新宿区四谷4-3  
四谷トーセイビル2階 
TEL（03）3225-3100 
FAX（03）3225-3200

発行月●�隔月発行

平成31年（2019年）
3月20日発行

本
田
あ
き
こ
副
会
長
、

全
国
訪
問
の
旅

第十三弾

順
調
に
四
国・九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
支
部
訪
問
活
動
を
展
開
中
！

62vol.

2019年
3月

　

本
田
あ
き
こ
副
会
長
は
、
平
成
最
後
の
年
に
入

り
、
四
国
・
九
州
各
県
の
支
部
訪
問
を
開
始
し
た
。

●
福
岡
県
（
1
月
21
日
〜
25
日
）

　

薬
局
、
卸
等
、
訪
問
施
設
数
は
1
5
1
、
握
手

が
で
き
た
人
数
は
2
1
4
9
人
。
21
日
の
夜
開
催

さ
れ
た
「
薬
局
に
お
け
る
安
全
管
理
体
制
の
整
備
」

に
関
す
る
研
修
会
に
参
加
し
、
日
薬
の
災
害
対
策

委
員
の
立
場
で
発
言
を
す
る
機
会
を
得
た
。

●
愛
媛
県
（
1
月
28
日
〜
30
日
）

　

28
日
午
後
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
30
日
午
後
に

高
知
県
に
引
き
継
ぎ
を
し
た
。
昨
年
の
西
日
本
豪

雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
大
洲
、
宇
和
島
地
区

を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
今
治
市
で
は
薬
剤
師
で

あ
る
菅
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
握
手
し
た
人
数

は
5
1
1
人
。

●
高
知
県
（
1
月
30
日
〜
2
月
1
日
）

　

30
日
午
後
か
ら
高
知
県
の
支
部
訪
問
が
開
始
さ

れ
、
薬
局
、
卸
等
を
訪
問
し
た
。
地
元
卸
の
朝
礼

で
は
メ
ー
カ
ー
の
社
員
も
参
加
し
、
3
5
0
名
の

前
で
挨
拶
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
31
日
の
夜
に

は
、
薬
剤
師
連
盟
及
び
関
係
団
体
の
連
絡
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
3
日
間
で

1
0
0
0
名
を
超
え
る
方
々
と
握
手
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

●
鹿
児
島
県
（
2
月
4
日
〜
8
日
）

　

二
度
目
の
支
部
訪
問
と
な
っ
た
が
、
前
回
急
な
日

程
変
更
で
訪
問
が
延
期
に
な
っ
た
伊
佐
市
、
出
水

市
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
は
、
病
院

訪
問
等
を
通
じ
て
多
く
の
病
院
薬
剤
師
と
意
見
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
、
薬
剤
師
不
足
の
実
態
を
伺
っ

た
。
握
手
し
た
人
数
は
1
0
0
8
人
。

●
佐
賀
県
（
2
月
12
日
〜
15
日
）

　

佐
賀
県
は
2
月
末
時
点
で
、
支
援
者
名
簿
の
収

集
に
お
い
て
紹
介
者
の
達
成
率
、
総
支
援
者
数
の

達
成
率
が
と
も
に
1
0
0
%
を
超
え
、
全
国
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。
訪
問
活
動
も
ハ
イ
ペ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
訪
問
施
設
数
は
2
2
8
、
握
手
し
た
人

数
は
9
7
3
人
。
唐
津
市
で
は
薬
剤
師
の
峰
市
長

を
表
敬
訪
問
し
た
。

●
長
崎
県
（
2
月
19
日
〜
22
日
）

　

18
日
夜
に
五
島
支
部
に
入
り
語
る
会
に
参
加
し

た
。
19
日
よ
り
五
島
市
、
長
崎
市
、
諫
早
市
、
大

村
市
、
佐
世
保
市
の
薬
局
、
卸
等
を
訪
問
し
た
。

長
崎
で
は
集
会
、
諫
早
で
は
女
性
セ
ミ
ナ
ー
、
佐

世
保
で
は
「
本
田
あ
き
こ
と
そ
の
仲
間
の
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
た
。
握
手
し
た
人
数
は
9
9
5
人
。

女
性
パ
ワ
ー
全
開
！

　

本
年
も
各
地
で
女
性
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
女

性
パ
ワ
ー
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

●
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
集
い
（
1
月
20
日
）

　

九
州
各
県
と
山
口
県
か
ら
約
1‌

0‌

0
名
の
女
性

が
参
加
。
す
っ
か
り
定
着
し
たSomething Orange

で
大
変
盛
り
上

が
っ
た
。
こ

の
言
葉
は
、
昨

年
の
J‌

P‌

L

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

九
州
の
テ
ー
ブ

ル
か
ら
生
ま
れ

た
と
の
こ
と
。

本
田
副
会
長
か

ら
は
、
女
性
薬

剤
師
の
働
き
方

改
革
に
向
け
た

熱
意
が
語
ら
れ
た
。

●�

高
知
県
薬
剤
師
会
女
性
部
会
・
女
性
薬
剤
師

会
合
同
勉
強
会
（
1
月
30
日
）　

支
部
訪
問
初

日
の
夜
に
開
催

さ
れ
た
勉
強
会

に
参
加
し
、
薬

を
通
し
て
地
域

住
民
の
安
心
・

安
全
な
生
活
に

貢
献
す
る
上
で

女
性
の
役
割
が

大
き
い
こ
と
、

そ
の
た
め
に
は

女
性
薬
剤
師
の
働
き
方
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

●�

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
9

（
2
月
3
日
）

　

本
田
副
会
長

は
、
岡
山
県
で
開

催
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
「
な
ぜ

私
が
政
治
活
動
を

行
う
よ
う
に
な
っ

た
か
」
と
の
演
題

で
30
分
の
講
演
を

行
う
と
と
も
に
、

参
加
者
に
よ
る
ス

モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
S
G
D
）
の

結
果
報
告
を
聞
い
た
う
え
で
、
総
括
を
行
っ
た
。

●�

熊
本
県
薬
剤
師
連
盟
女
性
部
会
イ
ベ
ン
ト

（
2
月
17
日
）

　

イ
ベ
ン
ト
で
は

女
性
の
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
の
専
門
家

の
話
を
聞
い
た

後
、「
今
日
か
ら

で
き
る
連
盟
活
動

〜
わ
た
し
た
ち

と
政
治
〜
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、

S
G
D
が
行
わ

れ
た
。
本
田
副
会

長
は
、
冒
頭
で
の

挨
拶
の
後
、
奈
良
に
向
け
て
移
動
し
た
。

●�

奈
良
県
薬
剤
師
連
盟
女
性
・
若
手
薬
剤
師

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
2
月
17
日
）　

本
田
副
会
長

は
、
熊
本
か
ら

奈
良
に
異
動
し
、

「
薬
剤
師
の
代

表
に
求
め
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に

S
G
D
が
行
わ

れ
て
い
る
会
場
に

駆
け
つ
け
た
。
各

テ
ー
ブ
ル
を
回
る

と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
意
見
と
要
望
が
記
載
さ
れ

た
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。

●�

医
療
現
場
で
使
え
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
（
2
月
20
日
）

　

諫
早
市
の
ホ
テ
ル
で
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
、
ヘ
ア
ア

レ
ン
ジ
の
コ
ツ
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
、
約
80

名
の
女
性
が
参
加

し
た
。
専
門
知
識

の
習
得
の
み
な
ら

ず
、
人
と
接
す
る

職
業
人
と
し
て
女

性
に
役
立
つ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
本
田
副

会
長
は
講
演
の
ほ

か
、
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
の
モ
デ
ル
の
役

目
も
果
た
し
た
。

再
び
薬
学
生
と
の

ふ
れ
あ
い
！

　

こ
れ
ま
で
の
薬
科
大
学
・
薬
学
部
で
の
講
義
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
の
P
O
W
E
R
!（
号
外
）

で
紹
介
し
た
が
、
そ
の
後
、
城
西
大
学
薬
学
部
に
お

い
て
も
講
義
を
行
う
機
会
が
得
ら
れ
た
。

●
城
西
大
学
薬
学
部
（
2
月
18
日
）

　

来
年
度
の
実
務
実
習
に
入
る
4
年
生
を
対
象
に
、

外
部
講
師
と
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
大
学
か
ら
「
災

害
時
の
薬
剤
師
の
役
割
」
と
の
テ
ー
マ
を
い
た
だ

き
、
熊
本
地
震
で
の
体
験
を
も
と
に
講
義
を
行
っ

た
。
学
生
は
非
常
に
真
剣
な
眼
差
し
で
講
義
を
受
け

て
い
た
。
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見
せ
ま
す
！ 

女
性
の
本
気
！！

J
P
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
さ
れ
る
！

　

平
成
31
年
2
月
11
日
（
月
・
祝
）
、
ス
ク

ワ
ー
ル
麹
町
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｐ
Ｌ
（Japan 

Pharmacist Ladies

）
フ
ォ
ー
ラ
ム
2‌

0‌

1‌

9

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｄ
Ｏ 

Ｍ
Ｙ 

Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
“
10
・
70
・
30
”
〜
見
せ
ま

す
！
女
性
の
本
気
〜
」
。
小
屋
敷
企
画
実
行
委

員
の
司
会
の
も
と
、
山
本
会
長
、
近
藤
日
本
女

性
薬
剤
師
連
盟
会
長
、
と
か
し
き
な
お
み
衆
議

院
議
員
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
と
か
し
き
議
員

か
ら
は
、
国
は
女
性
議
員
を
必
要
と
し
て
い

る
、
女
性
の
力
で
本
田
あ
き
こ
副
会
長
を
支
援

し
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
し
て
女
性
薬
剤
師
に

地
方
議
員
と
し
て
も
ど
ん
ど
ん
参
画
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

渡
辺
総
務
よ
り
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
石
井
副
会
長
か
ら
「
薬
剤
師
議
員
の
必
要

性
」
に
つ
い
て
の
講
演
、
前
日
2
月
10
日
の
自

民
党
の
党
大
会
に
お
い
て
安
倍
総
裁
よ
り
公
認

●カーネーショングループ
期日前投票の必要性を訴えよう！

●カトレヤグループ
女子会を開催しよう！

●スイートピーグループ
名簿収集は薬局回りで！

●スズラングループ
班長の意識向上を図ろう！

●すみれグループ
従業員・実習生にも働きかけを！

●たんぽぽグループ
地方議員の応援をもらおう！

●マーガレットグループ
比例選の投票方法を教えよう！

●ゆりグループ
支部長の動きが重要！

●牡丹グループ
回覧板で名簿集めを！

●菜の花グループ
オレンジグッズをもっと活用！

風力計
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の
改
正

　
昨
年
12
月
25
日
に
厚
生
科
学
審
議
会
医
薬
品
医
療

機
器
制
度
部
会
に
お
い
て
二
つ
つ
の
と
り
ま
と
め
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。「
薬
機
法
等
制
度
改
正
に
関
す
る

と
り
ま
と
め
」、「
薬
剤
師
が
本
来
の
役
割
を
果
た
し

地
域
の
患
者
を
支
援
す
る
た
め
の
医
薬
分
業
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
医
薬
分
業
に
関
す
る
と
り
ま
と

め
）」で
す
。

　
前
者
の
と
り
ま
と
め
の
中
で
、
薬
剤
師
に
つ
い
て
①

調
剤
時
の
み
な
ら
ず
服
用
期
間
を
通
じ
て
一
般
用
医
薬

品
等
を
含
む
必
要
な
服
薬
状
況
の
把
握
や
薬
学
的
知

見
に
基
づ
く
指
導
を
行
う
義
務
、
②
患
者
の
服
薬
状
況

等
の
情
報
や
実
施
し
た
指
導
等
の
内
容
に
つ
い
て
記
録

す
る
義
務
、
③
患
者
の
服
薬
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を

他
医
療
提
供
施
設
の
医
師
等
に
提
供
す
る
努
力
義
務

等
を
法
律
上
明
確
に
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
薬
局
に
つ
い
て
は
、
患
者
が
自
身
に
適
し
た
薬
局
を

主
体
的
に
選
択
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
薬
局
開
設

許
可
に
加
え
、
特
定
の
機
能
を
有
す
る
薬
局
を
法
令
上

明
確
に
し
、
当
該
機
能
を
果
た
し
う
る
薬
局
で
あ
る
こ

と
を
示
す
名
称
の
表
示
を
可
能
と
す
べ
き
と
し
て
、
①

地
域
に
お
い
て
、
入
退
院
時
や
在
宅
医
療
に
他
医
療
提

供
施
設
と
連
携
し
て
対
応
で
き
る
薬
局
、
②
が
ん
等
の

専
門
的
な
薬
学
管
理
に
他
医
療
提
供
施
設
と
連
携
し
て

対
応
で
き
る
薬
局
―
の
2
つ
の
例
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
遠
隔
服
薬
指
導
に
つ
い
て
は
、対
面
義
務
の
例
外
と

し
て
一
定
の
ル
ー
ル
の
下
で
、
テ
レ
ビ
電
話
等
に
よ
る

服
薬
指
導
を
検
討
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
信
頼
確
保
の
た
め
の
製
造・流
通・販
売
に
関

わ
る
者
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
策
と
し
て
、
薬
事
に
関

す
る
業
務
に
責
任
を
有
す
る
役
員
を
薬
機
法
上
位
置

づ
け
、必
要
な
場
合
に
責
任
役
員
の
変
更
命
令
の
措
置

を
規
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、同
部
会
で
は
薬
剤
師・薬
局
の
あ
り
方
、医
薬
分

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
薬
機
法
関
連
の
制
度
改
正
に

関
わ
る
事
項
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
議
論
が
行
わ
れ
、

今
後
の
関
連
制
度
に
係
る
検
討
に
資
す
る
よ
う
、
医
薬

分
業
に
関
す
る
と
り
ま
と
め
が
別
途
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
薬
剤
師・
薬
局
の
機
能
や
患
者
の
メ

リ
ッ
ト
が
分
か
り
に
く
い
、
実
感
で
き
な
い
等
厳
し
い

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
本
と
り
ま
と
め
を
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
契
機
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め
、法
改

正
を
待
つ
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
剤
師
が
具
体
的

な
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
、本
と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
薬
機
法
、薬
剤
師
法

等
の
法
令
改
正
に
向
け
た
作
業
が
行
わ
れ
、
本
年
６
月

に
会
期
末
と
な
る
通
常
国
会
に
法
案
提
出
さ
れ
る
予
定

で
す
。

日本薬剤師会
副会長  乾 英夫

証
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
含
め
た
本
田
あ
き
こ

副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
分
か
れ

ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
出
席
者
は
原
則
一
年
前
の
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
参
加
者
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
前
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
が
打
ち
た
て
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
目
標
に
こ
の
一
年
間
の
活
動
と
そ

の
成
果
、
問
題
点
の
抽
出
を
事
前
に
報
告
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
解
決
策
、
今
後
の
具
体
的
な

活
動
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
の

中
で
も
活
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
支
部
、
女

性
薬
剤
師
に
本
田
あ
き
こ
の
名
前
が
ま
だ
浸
透

し
て
い
な
い
支
部
な
ど
、
差
が
あ
る
こ
と
が
明

確
に
な
っ
た
が
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
大
変

盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
に
岩
本
幹
事
長
に
よ
る

総
評
、
安
東
副
会
長
の
引
き
続
き
の
支
援
を
呼

び
か
け
る
閉
会
の
辞
に
よ
り
散
会
と
な
っ
た
。

　

選
挙
y
e
a
r
と
い
わ
れ
る
本
年
、
統
一
地
方

選
挙
、
参
議
院
選
挙
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い

て
都
道
府
県
薬
連
盟
、
更
に
は
日
薬
連
盟
と
連

携
し
て
強
固
な
連
盟
活
動
が
必
要
と
さ
れ
る
。
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　平成31年2月7日（金）午後、日本薬剤師会会議室において、本田あきこ
中央後援会主催の「事務担当者連絡会議」が開催された。当日は全国47
都道府県より後援会担当の事務担当者86名が参加し、本田あきこ後援会
活動の現状とこれからの課題について報告がなされた。山本会長の挨拶
の後、日本薬剤師連盟顧問弁護士である橋爪氏より「公職選挙法と後援会
活動について」と題して、公示日を境にできること、できないことなど実
例を混じえながらの講演があり、日頃なかなか聞くことのできない選挙
法に詳しい弁護士からの話とあって、参加者は真剣に聞き入っていた。
　続いて今後の活動スケジュール、支援者名簿入力状況、組織強化委員会
の対応、SNS対策、支援団体等について役員より説明がなされた。そし

て質疑応答の後、閉会
挨拶があり、締めとし
て「ここにいる事務局
の皆さんが会長・幹事
長のお尻を叩いて発奮
させよ!!」と檄を飛ばし
てのガンバルゾコール
により解散となった。

事務担当者連絡会議開催される比
例
代
表
は
政
党
名
で
は
な
く
候
補
者
名
を
書
こ
う
！

〜
参
議
院
選
挙
の
し
く
み
と
投
票
方
法
〜

参
議
院
選
挙
の
し
く
み

　
参
議
院
議
員
選
挙
は
各
都
道
府
県
の
区
域
を
選

挙
区
の
単
位
と
し
た「
選
挙
区
選
挙
」と
全
国
を
単

位
と
し
た「
比
例
代
表
選
挙
」が
あ
り
ま
す
。

　
有
権
者
は「
選
挙
区
」と「
比
例
代
表
」そ
れ
ぞ
れ

に
投
票
す
る
必
要
が
あ
り
、一
人
が「
二
票
」投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
当
選
さ
せ
た
い
候
補
者

の
獲
得
票
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
政
党
内
候

補
の
順
位
が
上

が
り
、
当
選
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
比
例
区

は
ぜ
ひ「
名
前
」

を
書
い
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
！

選
挙
区

一人「2票」

比
例
代
表

「名前」を書きましょう！

参
議
院
選
挙
の
投
票
方
法

△
△
　
△
△

選挙区選挙の投票
うす黄色の用紙

「選挙区」はあなたの
選挙区の「候補者名」を
書いて投票します。

比例代表選挙の投票
白色の用紙

苗
字

名
前

「比例代表」は
「候補者名」を

書いて投票しましょう。
※政党名でも可

　

2
月
10
日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
新
高
輪
で

第
86
回
自
由
民
主
党
大
会
が
10
時
か
ら
開
催
さ

れ
た
。 第

86
回
自
由
民
主
党
大
会
で

本
田
あ
き
こ
組
織
内
統
一
候
補
が

公
認
候
補
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

　

小
林
史
明
衆
院
議
員
と
小
野
田
紀
美
参
院
議

員
が
開
会
宣
言
し
、
山
口
県
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
・
野
々
村
彩
乃
さ
ん
の
気
品
あ
る
国
歌
独

唱
の
あ
と
再
び
出
席
者
全
員
で
国
歌
を
斉
唱
し

た
。

　

来
賓
の
山
口
那
津
男
公
明
党
代
表
、
中
西
宏

明
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
谷
垣
禎
一
元
総
裁
が
久
々
に
公
の
席
に
登

壇
し
、
全
参
加
者
が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
出
迎
え
た
。
そ
し
て
、
未
来
を
見
据

え
た
国
創
り
に
ま
い
進
す
る
よ
う
力
強
い
言
葉

で
自
由
民
主
党
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
二
階
俊
博
幹
事
長

か
ら
党
会
務
報
告
を
行
い
、
来
る
選
挙
に
備
え

必
勝
態
勢
を
構
築
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

「
平
成
31
年
党
運
動
方
針
」が
了
承
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
自
由
民
主
党
に
功
労
の
あ
っ
た

党
員
や
党
組
織
な
ど
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
友
好
団
体
と
し
て
、日
本
薬
剤
師
連
盟（
山

本
信
夫
会
長
）と
滋
賀
県
薬
剤
師
連
盟（
大
原
整

会
長
）が
、
ま
た
協
力
者
と
し
て
、
七
海
朗
元
日

本
薬
剤
師
連
盟
副
会
長
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

再
び
登
壇
し
た
安
倍
晋
三
総
裁
は
、
選
挙
戦

で
勝
利
し
、
確
か
な
未
来
を
創
っ
て
い
く
と
い

う
決
意
の
下
、「
ま
な
じ
り
を
決
し
て
戦
い
抜

く
!
そ
の
先
頭
に
立
つ
決
意
だ
。」と
し
て
結
束

を
呼
び
か
け
、
会
場
は
万
雷
の
拍
手
で
包
ま
れ

た
。

　

い
よ
い
よ
本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
公
認

候
補
者
の
紹
介
」
の
時
間
と
な
っ
た
。
比
例
区

で
自
由
民
主
党
公
認
を
受
け
た
「
本
田
あ
き
こ

副
会
長
」
は
力
強
い
拳
を
差
し
上
げ
壇
上
に
登

場
!
安
倍
総
裁
と
固
く
握
手
を
し
て
、
他
の
統

一
地
方
選
挙
・
参
議
院
選
挙
・
衆
議
院
補
欠
選
挙

の
公
認
候
補
者
と
共
に
壇
上
に
並
ん
だ
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
浦
田
祐
三
子
自
民
党
熊
本

県
連
女
性
局
長
の
発
声
で
必
勝
コ
ー
ル
を
三
唱

し
た
。
続
く
自
由
民
主
党
党
歌
斉
唱
と
橋
本
聖

子
参
院
議
員
会
長
の
発
声
で「
日
本
国
・
自
由
民

主
党
万
歳
」を
三
唱
し
、自
民
党
大
会
は
最
高
潮

に
達
し
散
会
と
な
っ
た
。
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三
寒
四
温
、も
う
す
ぐ
春

　

こ
の
季
節
に
な
る
と
花
粉
情
報
を
見
る
だ
け
で

も
鼻
が
む
ず
む
ず
し
て
く
る
。

　

埼
玉
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
、
毎
年
２
月
末
か

ら
３
月
に
な
る
と
、く
し
ゃ
み
、鼻
水
、鼻
づ
ま
り
、

目
の
か
ゆ
み
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
杉
花

粉
に
よ
る
症
状
と
わ
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
桜
の
時
期
、
ヒ
ノ
キ
や
稲
、
ブ
タ
ク
サ

の
花
粉
も
つ
ら
く
な
っ
た
。

　

薬
剤
師
と
し
て
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
一
念
発

起
、体
質
改
善
を
心
が
け
、と
に
か
く
免
疫
を
上
げ

る
工
夫
を
し
た
。

　

体
を
温
め
る
食
事
、
生
活
、
栄
養
素
の
摂
取
で

酷
か
っ
た
症
状
が
年
々
改
善
さ
れ
て
、
今
は
最
低

限
の
薬
だ
け
で
楽
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

O
T
C
の
販
売
を
通
し
て
生
活
の
改
善
が
一
番
大

切
と
実
感
し
自
分
の
体
験
を
薬
局
で
患
者
さ
ん
、

お
客
さ
ん
に
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
年
末
12
月
25
日
「
薬
機
法
等
制
度
改
正
に

関
す
る
と
り
ま
と
め
」
が
厚
生
科
学
審
議
会
医
薬

品
医
療
機
器
制
度
部
会
か
ら
出
さ
れ
た
。

　

薬
剤
師
は
、
調
剤
時
の
み
な
ら
ず
医
薬
品
の
服

用
期
間
を
通
じ
て
、服
薬
状
況
の
把
握（
服
薬
ア
ド

ヒ
ア
ラ
ン
ス
や
有
効
性
の
確
認
、
薬
物
有
害
事
象

の
発
見
等
）
に
よ
る
薬
学
的
管
理
を
継
続
的
に
実

施
し
、必
要
に
応
じ
て
、患
者
に
対
す
る
情
報
提
供

や
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
を
行
う
ほ
か
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
か
か
り
つ
け
医
に
提
供
し
、
多
職

種
・関
係
機
関
と
共
有
、
受
診
勧
奨
に
繋
げ
、
薬
局

が
備
え
る
べ
き
役
割
・
機
能
に
つ
い
て
、
法
律
上
、

改
め
て
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

窓
口
で
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
服
用
期
間
中
の

薬
学
的
管
理
を
し
て
い
く
。
こ
れ
が
対
物
か
ら
対

人
へ
い
う
こ
と
？

　

以
前
か
ら
、
相
談
薬
局
は
カ
ル
テ
を
作
り
一
般

用
医
薬
品
・
漢
方
薬
・
健
康
食
品
等
を
販
売
し
服
用

期
間
中
の
支
援
を
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
。
今

で
も
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
患
者
で

あ
り
、お
客
様
で
あ
り
、生
活
の
面
か
ら
も
薬
全
般

の
相
談
に
の
っ
て
い
る
。

　

調
剤
に
特
化
し
て
し
ま
っ
た
保
険
薬
局
は
一
般

用
医
薬
品
48
品
目
を
並
べ
て
い
る
だ
け
の
と
こ
ろ

や
、
ま
だ
並
べ
て
も
い
な
い
薬
局
も
あ
る
。
調
剤

薬
局
の
薬
剤
師
は「
販
売
が
不
安
で
で
き
な
い
」と

つ
ぶ
や
い
て
い
る
。

　

今
、ど
ん
な
薬
局
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、ど

ん
な
薬
剤
師
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
？

　

こ
れ
か
ら
薬
剤
師
に
な
る
学
生
の
た
め
に
も
政

治
の
場
に
私
た
ち
の
声
を
届
け
る
本
田
あ
き
こ
さ

ん
を
支
援
し
た
い
と
思
う
。

　

対
物
か
ら
対
人
へ
と
い
う
不
思
議
な
言
葉
の
意

味
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
花
粉
症
の
季
節
へ
と

突
入
し
た
！
ハ
ク
シ
ョ
ン
! !

�

（
M・W
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

小
野　

春
夫
、鳥
海　

良
寛

　
　

大
澤　

泰
輔
、大
原　
　

整

　
　

近
藤
直
緒
美
、渡
邊
美
知
子

今
月
は
日
本
薬
剤
師
会
の
安
部
好
弘
副
会
長

を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く

　宇宙航空研究開発機構（JAXA）は2月22日、探査機「はやぶさ2」が小惑星
「りゅうぐう」への着陸に成功したと発表しました。「はやぶさ2」を搭載した
「H-ⅡAロケット26号機」の打ち上げは、文部科学副大臣を務めていた平成26
年12月3日でした。種子島宇宙センターから打ち上げを見届け、成功を信じ
た関係者の一人として、非常に誇らしく感じています。残されたミッション
を果たし、たくさんの研究材料を携え無事地球に帰還するのを楽しみにして
います。
　また、2月20日厚生労働省の再生医療品等製品部会は、ノバルティス社が
開発した、国内初のがん免疫療法キメラ抗原受容体発現T細胞（CAR-T）療法に
よる白血病治療薬「キムリア」とともに、大阪大学発バイオベンチャーのアン
ジェス社が開発した、重篤な慢性動脈閉塞症を対象とする、HGF遺伝子治療
薬「コラテジェン」の承認を、5年間の期限付ながら了承しました。
　こうした新たな製品や技術など、日本の研究・技術開発力の高さを示す一方
で、日本の発表論文数や被引用論文数の減少、大学院博士課程進学者や海外留
学生の減少など、基礎研究分野での国際競争力の低下を危惧する声が多く聞
かれます。優れた製品や技術の創出は、一朝一夕に成せるものでは無く、数々
の基礎研究を積み重ねた結晶です。少子高齢化により若者世代の人口が減少
するなか、研究力を強化し持続的な経済成長を図るためには、女性の活躍無く
しては為し得ないものとなっています。
　厚生労働省は、女性の活躍を一層推進するため、女性の職業生活における一
般事業主行動計画の策定義務の対象拡大、セクシャルハラスメント・パワーハ
ラスメントの防止対策強化等の措置を講じる、女性活躍推進法等の改正法案
を今国会に提出することとしています。
　病院、薬局等では多くの女性薬剤師が活躍しています。本田あきこ先生に
は、全国の薬剤師の代表として、お力を発揮されるものと期待しています。

Report
もとゆき 藤井もとゆき国会レポート

女性活躍の社会

薬剤師・薬学博士
自由民主党組織運動本部本部長代理・参議院議員

藤井もとゆき

り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

安
部
副
会
長　
薬
剤
師
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
、
患
者
（
顧
客
）
を
よ
く
知
り
、
高

い
専
門
性
を
も
っ
て
能
動
的
に
関
与
し
、
責
任

を
も
っ
て
ア
ウ
ト
カ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
。
そ

の
繰
り
返
し
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
信

頼
さ
れ
選
択
さ
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

30
年
度
調
剤
報
酬
改
定
で
は
、
薬
剤
服
用
歴

の
記
載
事
項
要
件
に
、
あ
え
て
「
薬
学
的
管
理

に
必
要
な
患
者
の
生
活
像
」
と
「
今
後
の
継
続

的
な
薬
学
的
管
理
及
び
指
導
の
留
意
点 

」
と

い
う
項
目
を
加
え
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う

な
「
当
た
り
前
」
な
こ
と
を
新
た
な
要
件
と
し

た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
を
紐
解
く
う
え
で
、

日
常
的
な
服
薬
指
導
の
場
面
を
思
い
浮
か
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
1
日
3
回
毎
食
後
服
用
の
指

示
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
食
事
回
数
を
把

握
し
た
上
で
服
薬
指
導
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

花
粉
症
で
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
が
処
方
さ
れ
ま
し

フ
ァ
ー
マ
く
ん
　
以
下
、
フ
ァ
ー
マ　
日
本

薬
剤
師
連
盟
の
フ
ァ
ー
マ
と
申
し
ま
す
。
本
日

は
、
安
部
副
会
長
の
人
と
な
り
を
お
伺
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
ず
、
何
故
、
薬
剤
師
に
な
り
、
薬
局
薬

剤
師
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
た
の
か
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

安
部
副
会
長　
私
は
、
山
形
県
米
沢
市
の
生

ま
れ
で
す
が
、
医
療
や
薬
業
と
は
無
縁
な
環
境

で
育
ち
ま
し
た
の
で
、
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
薬
学
部
に
入
学
と
い
う
感
じ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
は
海
洋
学
部
に
行
き
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
東
京
の
世
田
谷
で
の
学
生

生
活
の
ほ
う
が
魅
力
的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
開
局
薬
剤
師
に
な
っ
た
の
は
、
卒
業
後

入
局
し
た
水
野
薬
局
の
恩
師
、
水
野
睦
郎
先
生

の
影
響
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
先
生
は
昭
和
薬
科
大
学
の
ご
卒

業
で
す
が
、
大
学
生
活
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
思
い
出
深
い
こ
と
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

安
部
副
会
長　
1
年
間
の
寮
生
活
で
は
、
今

で
は
言
え
な
い
体
育
会
系
の
先
輩
後
輩
関
係
も

あ
り
、
当
時
は
辛
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す

が
、
今
に
な
っ
て
み
れ
ば
十
代
の
思
い
出
で
す

ね
。
ま
た
、
毎
年
学
年
ご
と
に
長
野
県
の
白
樺

湖
校
舎
で
長
期
間
の
合
宿
授
業
が
あ
り
、
同
級

生
と
寝
食
を
共
に
し
た
こ
と
も
楽
し
い
思
い
出

と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
先
生
の
ご
家
族
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

安
部
副
会
長　
お
カ
ミ
さ
ん
（
薬
剤
師
）、
義

母
、
息
子
と
4
人
暮
ら
し
。
昨
年
22
年
間
一
緒

に
暮
ら
し
た
猫
を
看
取
っ
て
喪
中
で
す
。

フ
ァ
ー
マ　
毎
日
大
変
お
忙
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
楽
し
ま
れ
て
い
る
趣
味
や
息
抜
き
に
さ

れ
て
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

安
部
副
会
長　
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
育
ち
の

反
動
か
、
趣
味
歴
は
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ス
キ
ュ
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
釣
り
な
ど
も
っ
ぱ
ら
海
に
関

す
る
も
の
で
す
。
現
在
は
、
ケ
イ
ロ
ン
薬
局
に

あ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
シ
ス
テ
ム
水
槽
で
サ
ン
ゴ
を

飼
育
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
生
物
が
相
手
で

あ
る
こ
と
や
患
者
さ
ん
か
ら
の
期
待
も
あ
り
、

息
抜
き
と
い
う
よ
り
も
「
生
き
物
係
」
化
し

て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
出
張
の
な
い
週
末

は
、
数
時
間
か
け
て
水
槽
の
管
理
。
水
仕
事
で

す
の
で
冬
場
は
拷
問
で
す
が
、
そ
の
お
か
げ
で

ハ
ー
ド
コ
ー
ラ
ル
が
ど
ん
ど
ん
増
殖
し
て
い
ま

す
。
チ
ョ
イ
と
し
た
水
族
館
の
サ
ン
ゴ
水
槽
よ

り
も
う
ま
く
飼
育
で
き
て
い
る
か
も
、
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
地
域
包
括
ケ
ア
を
担
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
薬
剤
師
が
、
今
後
力
を
入
れ
て
取

た
。
最
近
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
飲
酒
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
搭
乗
中
に
眠
気
が
お
き
る
薬
を

服
用
す
る
こ
と
は
、
飲
酒
と
同
じ
よ
う
な
重
大

リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
に
は
、
薬
学
的
観
点
か
ら
目
的
を

も
っ
て
相
手
を
知
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
向
け
、
薬

剤
師
に
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
対
人
業
務
の

第
一
歩
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ァ
ー
マ　
最
後
に
、
日
本
薬
剤
師
会
と
日

本
薬
剤
師
連
盟
は
協
力
し
て
行
動
し
て
い
ま
す

が
、
先
生
か
ら
見
て
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
印
象

等
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

安
部
副
会
長　
本
誌
P
O
W
E
R
に
よ
り
、

会
員
の
方
々
に
連
盟
活
動
が
広
報
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
組
織
の
強
化
や
来
る
べ
き
選
挙
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
日

薬
や
日
薬
連
盟
の
会
員
と
な
っ
て
い
な
い
薬
剤

師
に
対
し
、
ネ
ッ
ト
媒
体
な
ど
を
活
用
し
て
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
強
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
な
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
本
日
は
、
貴
重
な
時
間
を
さ
い

て
い
た
だ
き
、
ま
た
丁
寧
な
ご
説
明
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
薬
剤
師
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。


